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1. はじめに 
ブラジルは国土の約 3 割 237 万㎢が農地とし

て利用され［The World Bank 2020］、数にして

9.1%にしか満たない 1000ha以上の巨大農家が耕

作可能地の約半分を占有する一方、数にして

47.9%を占める 10ha 以下の小農の土地は 2.3%を

占めるに過ぎず、さらに近年は外国人による農

地取得が進んでいる［佐野 2013ː54］。大規模農

家による生産の多くが輸出用のコモディティと

して外貨を稼ぐ一方、国内の食糧安全保障は低

く全世帯の約 28%が食糧不足にあり、国民の

4.1%が栄養失調にある［PENSSAN 2022］。小規

模農家による生産の大部分が地域限定的な流通

を通してローカルで消費されており、国内の食

糧安全保障に果たす役割が大きい。 
小農の多くの世帯が、安定的な販売先の開拓

や技術指導、設備投資に必要な金銭的支援を必

要としており、これらの支援はブラジル国内の

食糧安全保障に繋がる。農村部の小農たちに対

してどのような主体がどのような支援活動を行

っているのかを調べるため、アマゾン河口部の

パラ州にある小農集落において活用されている

農業や生活支援に関するプロジェクトを調べた。 
 

2. 行政組織によるプロジェクト 
家族農業支援プログラム（Pronaf : Programa de 

Fortalecimento da Agricultura Familiar）は 1996 年

に連邦政府によって創設された。融資や技術支

援など様々なタイプの支援を含む一連の家族農

業支援策であり、アグロエコロジーや女性・若者

の生産者を奨励している。支援の一環として委

託を受けた民間金融機関によるマイクロクレジ

ットが行われており（図 1）、活発な生産物販売

を行う世帯では融資を受けて葉もの野菜の苗床

や潅水設備などを充実させていた。 
2003 年に創設された食糧獲得プログラム

（Plano Aquistação de Alimentos: PAA）は、家族農

業の生産物を自治体が購入し、低所得世帯に基

本食糧（cesta basica）として配布するもので、家

族農業支援と食糧安全保障の両方に寄与する。

同じく連邦政府による国家学校給食プログラム

（Plano Nacional Alimenta Escolar: PNAE）は、地

域の学校給食に使用する食材の 30%以上を同じ

自治体の小農から購入することを定めており、

販売収入を得る世帯にとって販路確保に有効で

ある。一方、定期的に一定量の生産物を収める義

務が生じるため、参加できる世帯が限定的にな

るというデメリットも生じていた。 
各州に整備され技術支援や就業支援等を行っ

ている農業普及公社 EMATER からは、技師が定

期的に支援を必要とする世帯を訪問し、有機肥

料の作り方や養鶏と組み合わせた農業システム

を指導している。技術以外では女性グループの

起業コースや収支帳簿のつけ方の指導など、広

範囲にわたる支援が行われている。 
 

 
図 1 融資した世帯を訪れる Banco do Brasil の
職員（左）。 
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3. 民間組織等によるプロジェクト 
フランス人青年二名によって設立されたシュ

ーズブランド Veja は、環境と人権に配慮したサ

プライチェーンと透明性を確保した製品のビジ

ネスモデルを作りあげ、アマゾンのセリンゲイ

ロ（ゴム採取者）や北東部の綿花栽培農家など、

ブラジルの持続的な生産者から原材料を確保し

ている。調査集落にも Veja のプロジェクトが参

入し、綿花栽培を契約した世帯にアグロエコロ

ジーについての教本が配布されていた（図 2）。 
環境 NGO も生産者への苗木の提供や技術支

援を行っていた。また、集落の一部をアグロフォ

レストリーのパイロット試験地としていたが、

その土地を分割して居住権を販売するなど失敗

に終わった部分も観察された。 
農業以外では、大学医学部の社会連携として

学生による定期的な診療や、ペンテコステ派プ

ロテスタントの教会組織による子供たちへの夏

休み教室などが行われていた。 
 
4. まとめ 
連邦政府による PAA はルラ政権の復帰により

2023 年 7 月から再開されたもので、販路が少な

いへき地域の小農の利便性を向上させていた。

第一次ルラ政権（2003-2007）では、食糧安全保

障や農村開発推進のために家族農業を重要視し

ていた［佐野 2013ː54］が、支持母体がアグリビ

ジネスを行う農牧族であり、一貫して開発重視

の姿勢を取ったボルソナロ政権（2018-2022）に

よって、PAA は Programa Alimenta Brasil に代替

されていた。ルラ大統領は近年の欧州を中心と

した ESG の潮流を追い風に、国際社会で環境大

国としてのプレゼンスを確立しようとしている

と考えられ、今後も連邦政府は小農支援に関連

するプロジェクトに力を入れていくと予想され

る。 
一方、州が管轄する組織は連邦政府から独立

性が高く、政権交代による影響を受けにくい。

EMATER でも政権交代の影響に左右されず、恒

常的なサポートが行われており、多くの生産者

たちが、最も信頼できる支援であると意見をし

ていた。 
民間組織等による支援は、広告効果、学生の実

習の場の確保、宗教的啓蒙と信者拡大など、支援

を提供する組織それぞれのメリットが前提であ

った。Veja の各契約世帯の綿花栽培面積は 1ha に
も及ばず、輸送費や手間を考慮すれば原材料確

保としての役割は小さい。契約農家自身も「キャ

ンペーンとしての役割」と分析していた。 
小農たちは行政・民間等のプロジェクトを取

り入れたものの短期で終わるものも多く、様々

な主体から提供されるプロジェクトに対してト

ライ・アンド・エラーを繰り返しつつ、自分の状

況に応じ選択をしていた。州の支援体制に最も

信頼を置いていたことから、密接で長期的に安

定した支援体制が求められていると考えられる。 

 
図 2 Veja が契約農家に配布する教本。環境に

良いアグロエコロジーについて説明が並ぶ。 
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